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(57)【要約】
　本発明は、ＯＬＥＤ表示パネル及び表示装置を提供す
る。少なくとも二つの画素群ユニットを備え、各前記画
素群ユニットは、二つのサブ画素群ユニットを備え、前
記サブ画素群ユニットは、第一サブ画素、第二サブ画素
及び第三サブ画素を含んでおり、任意の隣接する前記第
一サブ画素、二つの前記第二サブ画素から構成された第
二サブ画素組及び二つの前記第三サブ画素から構成され
た第三サブ画素組のこの三つにより一つの基本画素ユニ
ットが構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一方向又は第二方向に沿って配列した画素群ユニットを少なくとも二つ含んでおり、
　各前記画素群ユニットは、前記第二方向に沿って分布したサブ画素群ユニットを二つ含
み、前記サブ画素群ユニットは、一つの第一サブ画素、二つの第二サブ画素及び二つの第
三サブ画素を含んでおり、
　隣接する二つの前記第二サブ画素により第二サブ画素組が構成され、隣接する二つの前
記第三サブ画素により第三サブ画素組が構成されており、
　前記第一サブ画素により形成される第一サブ画素行と、前記第二サブ画素組により形成
される第二サブ画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列され、前記第一サブ
画素により形成される第一サブ画素行と、前記第三サブ画素組により形成される第三サブ
画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列されており、
　前記第一サブ画素の面積及び形状は、マスク板上の第一開口の面積及び形状に対応し、
隣接する二つの前記第二サブ画素は、前記マスク板に対応するフォトマスクの製造工程中
で同じ第二開口を共用して作られ、隣接する二つの前記第三サブ画素は、前記マスク板に
対応するフォトマスクの製造工程中で同じ第三開口を共用して作られており、
　任意の隣接する前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組及び前記第三サブ画素組の三つ
により一つの基本画素ユニットが構成されており、
　各前記サブ画素群ユニットは、前記第二方向に沿って三つの行に分けられ、各行には、
前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素のうちの一つが対応する、
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項２】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素は、それぞれ赤サブ画素、
緑サブ画素、青サブ画素のうちのいずれか一種であり、
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素に対応するサブ画素色は相
違している、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項３】
　前記第二サブ画素組中の二つの前記第二サブ画素は、前記第二方向に対して鏡像分布さ
れ、
　前記第三サブ画素組中の二つの前記第三サブ画素は、前記第二方向に対して鏡像分布さ
れている、ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項４】
　前記第一サブ画素の長手方向に位置する中心線は、前記第二サブ画素組の中心点と前記
第三サブ画素組の中心点とを連結してなされた線分と垂直しており、
　前記中心線と前記線分は、前記線分の中間点で交差している、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項５】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちのいずれか二つは
同じ列に位置し、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちの
残りの一つは他の列に位置する、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項６】
　隣接する二つの前記サブ画素群ユニットにおいて、前記第一サブ画素、前記第二サブ画
素組、前記第三サブ画素組の位置により形成された配列組合は相違している、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項７】
　前記画素群ユニットにおいて前記第二方向に沿った第ｉ行、第ｉ＋１行、第ｉ＋２行の
サブ画素は、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素のうちの一つにそ
れぞれ対応し、
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　前記第ｉ行、前記第ｉ＋１行、前記第ｉ＋２行に対応するサブ画素は相違し、ｉは自然
数である、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項８】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素の形状は多辺形又は円形であ
る、
ことを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のＯＬＥＤ表示パネルを備えた表示装置。
【請求項１０】
　第一方向又は第二方向に沿って配列した画素群ユニットを少なくとも二つ含んでおり、
　各前記画素群ユニットは、前記第二方向に沿って分布したサブ画素群ユニットを二つ含
み、前記サブ画素群ユニットは、一つの第一サブ画素、二つの第二サブ画素及び二つの第
三サブ画素を含んでおり、
　隣接する二つの前記第二サブ画素により第二サブ画素組が構成され、隣接する二つの前
記第三サブ画素により第三サブ画素組が構成されており、
　前記第一サブ画素により形成される第一サブ画素行と、前記第二サブ画素組により形成
される第二サブ画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列され、前記第一サブ
画素により形成される第一サブ画素行と、前記第三サブ画素組により形成される第三サブ
画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列されており、
　任意の隣接する前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組及び前記第三サブ画素組の三つ
により一つの基本画素ユニットが構成されており、
　各前記サブ画素群ユニットは、前記第二方向に沿って三つの行に分けられ、各行には、
前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素のうちの一つが対応する、
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１１】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素は、それぞれ赤サブ画素、
緑サブ画素、青サブ画素のうちのいずれか一種であり、
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素に対応するサブ画素色は相
違している、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１２】
　前記第二サブ画素組中の二つの前記第二サブ画素は、前記第二方向に対して鏡像分布さ
れ、
　前記第三サブ画素組中の二つの前記第三サブ画素は、前記第二方向に対して鏡像分布さ
れている、ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１３】
　前記第一サブ画素の長手方向に位置する中心線は、前記第二サブ画素組の中心点と前記
第三サブ画素組の中心点とを連結してなされた線分と垂直しており、
　前記中心線と前記線分は、前記線分の中間点で交差している、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１４】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちのいずれか二つは
同じ列に位置し、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちの
残りの一つは他の列に位置する、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１５】
　隣接する二つの前記サブ画素群ユニットにおいて、前記第一サブ画素、前記第二サブ画
素組、前記第三サブ画素組の位置により形成された配列組合は相違している、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
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【請求項１６】
　前記サブ画素群ユニットにおいて前記第二方向に沿った第ｉ行、第ｉ＋１行、第ｉ＋２
行のサブ画素は、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素のうちの一つ
にそれぞれ対応し、
　前記第ｉ行、前記第ｉ＋１行、前記第ｉ＋２行に対応するサブ画素は相違し、ｉは自然
数である、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１７】
　前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素の形状は多辺形又は円形であ
る、
ことを特徴とする請求項１０に記載のＯＬＥＤ表示パネル。
【請求項１８】
　請求項１０～１７のいずれか一項に記載のＯＬＥＤ表示パネルを備えた表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示技術分野に関し、特に、ＯＬＥＤ表示パネル及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フラットパネル表示技術において、有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ
－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ，ＯＬＥＤ）ディスプレイは、軽量薄型、能動発光型で
あり、速い応答速度、広い視野角、幅広い色域及び高輝度、低電力消費などの多くのメリ
ットを有しているため、液晶ディスプレイに続く第３世代表示技術になりつつある。ＬＣ
Ｄ（Ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙｓ，液晶ディスプレイ）に比べ、Ｏ
ＬＥＤは、より節電になり、より薄くて、視野角が広いなどの利点を備えているため、Ｌ
ＣＤとは比較にならない。現在、表示の繊細さに対する要求、即ち解像度要求がますます
高くなるのに対し、高品質、高解像度のＯＬＥＤ表示画面を生産するには、依然として多
くの挑戦に直面している。
【０００３】
　現在、部品の製造において、ＯＬＥＤ有機層を形成する最も成熟した技術は真空蒸着技
術であり、有機小分子は蒸発源の中で熱を受けて、集合状態から気体状態に変わり、真上
面に位置する基板上に堆積する。基板の下側に密着するのはファインメタルマスク（Ｆｉ
ｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ，ＦＭＭ）であって、ファインメタルマスク上には大量のメ
ッシュにより構成されたパターンがある。これにより、ある色のサブ画素を蒸着させる際
、成膜が必要でない他のサブ画素と画素との間の非成膜エリアを遮ることができて、成膜
が必要なサブ画素エリアのみに薄膜を形成することができる。精密なファインメタルマス
クは、高解像度の有機発光ダイオードの進化を制限する最も重要な技術の一つでもあるの
で、解像度要求の増加に伴い、ファインメタルマスクの製造がますます困難となっている
。現在主流のＲＧＢストライプ（Ｓｔｒｉｐｅ）とペンタイル（Ｐｅｎｔｉｌｅ）配列で
は、各々のサブ画素がファインメタルマスクの一つの開口に対応するので、色のエリアシ
ングを避けるためには、異なる色のサブ画素同士の間にある開口の距離に対して最小の制
限があり、これは解像度の更なる増加を制限している。
【０００４】
　なお、サブピクセルレンダリング（Ｓｕｂ　Ｐｉｘｅｌ　Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ，ＳＰＲ
）技術もある程度の地位に至っている。サブピクセルレンダリングは、隣接する画素が一
部のサブ画素を共用する方法によって感覚解像度の向上を実現し、これにより、同じサブ
画素の配列密度を有する場合、ディスプレイが更に高い感覚解像度に達することができ、
或いは、同じ感覚解像度が変わらないように維持する場合、ディスプレイのサブ画素の配
列密度に対する要求を減らすことができる。このように、サブピクセルレンダリングは、
上記問題点を解決するための一つの方案となる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、マスク板の製造工程及び成膜工程の制限を切り抜けて、ＯＬＥＤ表示
の画質及び効果を高めることができるＯＬＥＤ表示パネルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は以下のようなＯＬＥＤ表示パネルを提供する。つ
まり、
　少なくとも二つの画素群ユニットを含んでおり、少なくとも二つの前記画素群ユニット
は、第一方向又は第二方向に沿って配列しており、
　各前記画素群ユニットは、前記第二方向に沿って分布したサブ画素群ユニットを二つ含
み、前記サブ画素群ユニットは、一つの第一サブ画素、二つの第二サブ画素及び二つの第
三サブ画素を含んでおり、
　隣接する二つの前記第二サブ画素により第二サブ画素組が構成され、隣接する二つの前
記第三サブ画素により第三サブ画素組が構成されており、
　前記第一サブ画素により形成される第一サブ画素行と、前記第二サブ画素組により形成
される第二サブ画素行は、前記第一方向に沿って位置ずれして配列され、前記第一サブ画
素により形成される第一サブ画素行と、前記第三サブ画素組により形成される第三サブ画
素行は、前記第一方向に沿って位置ずれして配列されており、
　前記第一サブ画素の面積及び形状は、マスク板上の第一開口の面積及び形状に対応し、
隣接する二つの前記第二サブ画素は、前記マスク板に対応するフォトマスクの製造工程中
で同じ第二開口を共用して作られ、隣接する二つの前記第三サブ画素は、前記マスク板に
対応するフォトマスクの製造工程中で同じ第三開口を共用して作られており、
　任意の隣接する前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組及び前記第三サブ画素組の三つ
により一つの基本画素ユニットが構成されており、
　各前記サブ画素群ユニットは、前記第二方向に沿って三つの行に分けられ、各行には、
前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素のうちの一つが対応する、こ
とを特徴とするＯＬＥＤ表示パネルを提供する。
【０００７】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素は、それぞれ
赤サブ画素、緑サブ画素、青サブ画素のうちのいずれか一種であり、前記第一サブ画素、
前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素に対応するサブ画素色は相違している。
【０００８】
　好ましくは、前記第二サブ画素組中の二つの前記第二サブ画素は、前記第二方向に対し
て鏡像分布され、前記第三サブ画素組中の二つの前記第三サブ画素は、前記第二方向に対
して鏡像分布されている。
【０００９】
　好ましくは、前記第一サブ画素の長手方向に位置する中心線は、前記第二サブ画素組の
中心点と前記第三サブ画素組の中心点とを連結してなされた線分と垂直しており、前記中
心線と前記線分は、前記線分の中間点で交差している。
【００１０】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちのい
ずれか二つは同じ列に位置し、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画
素組のうちの残りの一つは他の列に位置する。
【００１１】
　好ましくは、隣接する二つの前記サブ画素群ユニットにおいて、前記第一サブ画素、前
記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組の位置により形成された配列組合は相違している
。
【００１２】
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　好ましくは、前記画素群ユニットにおいて前記第二方向に沿った第ｉ行、第ｉ＋１行、
第ｉ＋２行のサブ画素は、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素のう
ちの一つにそれぞれ対応し、前記第ｉ行、前記第ｉ＋１行、前記第ｉ＋２行に対応するサ
ブ画素は相違し、ｉは自然数である。
【００１３】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素の形状は多辺形
又は円形である。
【００１４】
　また、本発明は、上記いずれか一項に説明したＯＬＥＤ表示パネルを備えた表示装置を
提供する。
【００１５】
　また、上記目的を達成するために、本発明は以下のようなＯＬＥＤ表示パネルを提供す
る。つまり、
　少なくとも二つの画素群ユニットを含んでおり、少なくとも二つの前記画素群ユニット
は、第一方向又は第二方向に沿って配列しており、
　各前記画素群ユニットは、前記第二方向に沿って分布したサブ画素群ユニットを二つ含
み、前記サブ画素群ユニットは、一つの第一サブ画素、二つの第二サブ画素及び二つの第
三サブ画素を含んでおり、
　隣接する二つの前記第二サブ画素により第二サブ画素組が構成され、隣接する二つの前
記第三サブ画素により第三サブ画素組が構成されており、
　前記第一サブ画素により形成される第一サブ画素行と、前記第二サブ画素組により形成
される第二サブ画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列され、前記第一サブ
画素により形成される第一サブ画素行と、前記第三サブ画素組により形成される第三サブ
画素行とは、前記第一方向に沿って位置ずれして配列されており、
　任意の隣接する前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組及び前記第三サブ画素組のこの
三つにより一つの基本画素ユニットが構成されており、
　各前記サブ画素群ユニットは、前記第二方向に沿って三つの行に分けられ、各行には、
前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素のうちの一つが対応する、こ
とを特徴とするＯＬＥＤ表示パネルを提供する。
【００１６】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素は、それぞれ
赤サブ画素、緑サブ画素、青サブ画素のうちのいずれか一種であり、前記第一サブ画素、
前記第二サブ画素及び前記第三サブ画素に対応するサブ画素色は相違している。
【００１７】
　好ましくは、前記第二サブ画素組中の二つの前記第二サブ画素は、前記第二方向に対し
て鏡像分布され、前記第三サブ画素組中の二つの前記第三サブ画素は、前記第二方向に対
して鏡像分布されている。
【００１８】
　好ましくは、前記第一サブ画素の長手方向に位置する中心線は、前記第二サブ画素組の
中心点と前記第三サブ画素組の中心点とを連結してなされた線分と垂直しており、前記中
心線と前記線分は、前記線分の中間点で交差している。
【００１９】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組のうちのい
ずれか二つは同じ列に位置し、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素組、前記第三サブ画
素組のうちの残りの一つは他の列に位置する。
【００２０】
　好ましくは、隣接する二つの前記サブ画素群ユニットにおいて、前記第一サブ画素、前
記第二サブ画素組、前記第三サブ画素組の位置により形成された配列組合は相違している
。
【００２１】
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　好ましくは、前記画素群ユニットにおいて前記第二方向に沿った第ｉ行、第ｉ＋１行、
第ｉ＋２行のサブ画素は、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素のう
ちの一方にそれぞれ対応し、前記第ｉ行、前記第ｉ＋１行、前記第ｉ＋２行に対応するサ
ブ画素は相違し、ｉは自然数である。
【００２２】
　好ましくは、前記第一サブ画素、前記第二サブ画素、前記第三サブ画素の形状は多辺形
又は円形である。
【００２３】
　また、本発明は、上記いずれか一項に説明したＯＬＥＤ表示パネルを備えた表示装置を
提供する。
【発明の効果】
【００２４】
　従来技術に比べ、本発明の上記のような表示パネルによれば、隣接するサブ画素又はサ
ブ画素組同士がサブ画素を共用することで、同じ量のサブ画素でＯＬＥＤ表示品質及び効
果を高めることができ、或いは、同じ感覚解像度が変わらないように維持する場合、ディ
スプレイのサブ画素の配列密度に対する要求を減らすこと、即ち、マスク板の工程難易度
を低下することができる。そして、隣接する二つのサブ画素が同じ開口を共用することで
、マスク板の製造工程及び成膜工程の制限を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明の第一の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模
式図である。
【図２】図２は、本発明の第二の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模
式図である。
【図３】図３は、本発明の第三の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模
式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の目的、技術手段をより明瞭にするために、図面を参照して本発明の実施形態を
説明する。もちろん、下記に説明する実施形態及び図は、本発明を説明するための一部の
実施形態及び図であり、当業者がそれに基づいて創造的労働を行わずに取得した全ての他
の技術手段は、いずれも本発明の保護範囲に属する。
【００２７】
　なお、本明細書において、方向を示す用語、例えば「上」、「下」、「前」、「後」、
「左」、「右」、「内」、「外」、「側面」などは、図面を参考する際の方向を示す。従
って、使われる方向用語は、本発明を説明及び理解するためのものであり、本発明を制限
するものではない。図面において、構造が似ているユニットに対しては、同じ符号を表記
する。
【００２８】
　本発明の以下実施形態は、従来のＯＬＥＤ表示パネルにおける、マスク板の製造工程及
び成膜工程の制限を受けて、ＯＬＥＤの表示効果の更なる向上が不可能となるなどの問題
に対し、この問題を解決するためのＯＬＥＤ表示パネルを説明する。
【００２９】
　図１は、本発明の第一の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模式図で
ある。図１に示された表示パネルは、少なくとも二つの画素群ユニット１１０を備え、こ
の少なくとも二つの画素群ユニット１１０は、第一方向又は第二方向に沿って配列されて
いる。本実施形態において、第一方向は水平方向であり、第二方向は垂直方向である。
【００３０】
　各画素群ユニット１１０は、縦方向に分布した画素群ユニット１１１を二つ備えており
、画素群ユニット１１１は、一つの第一サブ画素１１２、二つの第二サブ画素１１３及び
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二つの第三サブ画素１１４を含んでいる。第一サブ画素１１２、第二サブ画素１１３及び
第三サブ画素１１４は、ぞれぞれ、赤サブ画素、緑サブ画素、青サブ画素中のいずれか一
種であり、第一サブ画素１１２、第二サブ画素１１３及び第三サブ画素１１４に対応する
サブ画素色は相違している。例えば、第一サブ画素１１２が赤色である場合、第二サブ画
素１１３の色は青色、第三サブ画素１１４の色は緑色である。
【００３１】
　第一サブ画素１１２、第二サブ画素１１３及び第三サブ画素１１４の形状は、多辺形又
は円形となっている。本実施形態において、好ましくは、第一サブ画素１１２、第二サブ
画素１１３及び第三サブ画素１１４の形状が、正方形又は長方形であり、且つ正方形又は
長方形の四つのコーナーには、丸角又は斜角が形成されて、工程の難易度及びコストを削
減する。
【００３２】
　隣接する二つの第二サブ画素１１３により第二サブ画素組１１５が形成され、隣接する
二つの第三サブ画素１１４により第三サブ画素組１１６が形成される。隣接する二つの第
二サブ画素１１３の中心連結線の垂直二等分線は中心線であり、第二サブ画素組１１５中
の二つの第二サブ画素は鏡像分布されている。また、隣接する二つの第三サブ画素１１４
の中心連結線の垂直二等分線は中心線となり、第三サブ画素組１１６中の二つの第三サブ
画素１１４は鏡像分布されている。
【００３３】
　第一サブ画素１１２、第二サブ画素組１１５、第三サブ画素組１１６のうちのいずれか
二つは同じ列に位置し、第一サブ画素１１２、第二サブ画素組１１５、第三サブ画素組１
１６のうちの残りの一つは他の列に位置する。本実施形態において、第一サブ画素１１２
が単独に一列に位置し、第二サブ画素組１１５と第三サブ画素組１１６が同じ列に位置し
ている。
【００３４】
　第一サブ画素１１２の長手方向に位置する中心線は、第二サブ画素組１１５の中心点と
第三サブ画素組１１６の中心点とを連結してなされた線分と垂直しており、中心線と線分
は、その線分の中間点で交差している。
【００３５】
　第一サブ画素１１２によって形成された第一サブ画素行と、第二サブ画素組１１５によ
って形成された第二サブ画素行は、水平方向に沿って位置ずれして配列されており、第一
サブ画素１１２によって形成された第一サブ画素行と、第三サブ画素組１１６によって形
成された第三サブ画素行は、水平方向に沿って位置ずれして配列されている。
【００３６】
　隣接する二つ画素群ユニット１１１において、第一サブ画素１１２、第二サブ画素組１
１５、第三サブ画素組１１６の位置により形成された配列組合は、それぞれ相違している
。
【００３７】
　各々の画素群ユニット１１１は、第二方向に沿って三つの行に分けられ、各行には、第
一サブ画素１１２、第二サブ画素１１３及び第三サブ画素１１４のうちの一つが対応する
。画素群ユニット１１１において、第二方向に沿った第ｉ行、第ｉ＋１行、第ｉ＋２行の
サブ画素は、それぞれ、第一サブ画素１１２、第二サブ画素１１３、第三サブ画素１１４
のうちの一つに対応する。ここで、第ｉ行、第ｉ＋１行、第ｉ＋２行に対応するサブ画素
は相違し、ｉは自然数である。
【００３８】
　例えば、一つの画素群ユニット１１０において、垂直方向上（上から下へ）には、第二
サブ画素組１１５、第一サブ画素１１２、第三サブ画素組１１６、第二サブ画素組１１５
、第一サブ画素１１２、第三サブ画素組１１６が配置されている。
【００３９】
　ＯＬＥＤ表示パネルにおいて、任意の隣接する第一サブ画素１１２、第二サブ画素組１
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１５及び第三サブ画素組１１６のこの三つの中心を繋げた連結線に囲まれた部分により一
つの基本画素ユニットが形成されて、各々の第一サブ画素１１２、第二サブ画素組１１５
及び第三サブ画素組１１６のすべてが、隣接する画素に共用されるようになっている。
【００４０】
　上記のような画素構造は隣接する画素が一部のサブ画素を共用することで、感覚解像度
の増加を実現する。つまり、同じサブ画素の配列密度を有した場合、ディスプレイが更に
高い感覚解像度に達することができ、或いは、同じ感覚解像度が変わらないように維持し
た場合、ディスプレイのサブ画素の配列密度に対する要求を低下させることができる。
【００４１】
　なお、第一サブ画素１１２の面積及び形状は、マスク板上の第一開口の面積及び形状に
対応し、隣接する二つの第二サブ画素１１３は、マスク板に対応するフォトマスクの製造
工程中で同じ第二開口を共用して作られる。
　同様に、隣接する二つの第三サブ画素１１４は、マスク板に対応するフォトマスクの製
造工程中で同じ第三開口を共用して作られる。
【００４２】
　マスク板に対応するフォトマスクの製造工程において、サブ画素同士は同じ開口を共用
し、解像度が変わらないように確保した場合、マスク板の工程難易度を大幅に下げること
ができる。例えば、第二サブ画素１１３を加工する際、マスク板の一つの開口は、隣接す
る二つの第二サブ画素１１３のエリア及びその隣接する二つの第二サブ画素１１３の間に
位置するエリアに対応する。
　なお、隣接する二つの第二サブ画素１１３のエリアに、隣接する二つの第二サブ画素１
１３のエリアをそれぞれ制御するための異なる二つの駆動回路を設置し、或いは、一つの
駆動回路を設置して、隣接する二つの第二サブ画素１１３を一緒に駆動する。
【００４３】
　同様に、隣接する二つの第三サブ画素１１４のエリアに、隣接する二つの第三サブ画素
１１４のエリアをそれぞれ制御するための異なる二つの駆動回路を設置し、或いは、一つ
の駆動回路を設置して、隣接する二つの第三サブ画素１１４を一緒に駆動する。
【００４４】
　このような工程方法は、発光層及び駆動回路の組合を利用して、マスク板の一つの開口
から二つのサブ画素を加工することができるので、マスク板の工程難易度を減少すること
ができる。なお、同じスペースにサブ画素の数を増やすことができて、表示画面の画質を
上げることができる。
【００４５】
　図２は、本発明の第二の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模式図で
ある。本実施形態において、一つの画素群ユニット２１０には、垂直方向に沿って（上か
ら下に）、第一サブ画素２１２、第二サブ画素組２１５、第三サブ画素組２１６、第一サ
ブ画素２１２、第二サブ画素組２１５、第三サブ画素組２１６が配置されている。なお、
その他の特徴は上記の第一の実施形態と同じであるため、詳しい説明は省略する。
【００４６】
　図３は、本発明の第三の実施形態による表示パネルの画素配列構造を示す構造模式図で
ある。本実施形態において、一つの画素群ユニット３１０には、垂直方向に沿って（上か
ら下に）、第二サブ画素組３１５、第三サブ画素組３１６、第一サブ画素３１２、第二サ
ブ画素組３１５、第三サブ画素組３１６、第一サブ画素３１２が配置されている。なお、
その他の特徴は上記の第一の実施形態と同じであるため、詳しい説明は省略する。
【００４７】
　本発明は表示装置を更に提供し、本発明の表示装置は、上記の第一の実施形態乃至第三
の実施形態によるいずれか一種のＯＬＥＤ画素配列構造を備えており、ここで詳しい説明
は省略する。表示装置として、例えば、ＯＬＥＤ表示パネル、携帯電話、フラットパネル
ＴＶなどがあり、特に限定はない。
【００４８】
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　本発明は、ＯＬＥＤ表示パネル及び表示装置を提供し、本発明の表示パネルによれば、
隣接するサブ画素又はサブ画素組同士がサブ画素を共用することで、サブ画素の量が同様
であっても、ＯＬＥＤ表示品質及び効果を高めることができ、或いは、同じ感覚解像度が
変わらないように維持した場合でも、ディスプレイのサブ画素の配列密度に対する要求を
減らすことができ、即ちマスク板の工程難易度を下げることができる。また、隣接する二
つのサブ画素が同じ開口を共用することで、マスク板の製造工程及び成膜工程の制限を減
らすことができる。
【００４９】
　上記のように、好ましい実施形態により本発明を詳細に説明したが、本発明の保護範囲
は、上記実施形態に限定されず、当業者であれば、本発明の趣旨に基づいて各種の変更ま
たは改善することができ、いずれも本発明の保護範囲に含まれる。このため、本発明の保
護範囲は、本発明の特許請求の範囲により規定された範囲を基準とする。

【図１】 【図２】
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